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白井述 (首都大学東京 ･人文科学),山口真美 (中央大 ･
文)
前年度の研究によって,生後1-5ケ月のニホンザル乳
児は刺激が一定の速度 (およそ10deg/S)で提示される
場合には,縮小運動よりも拡大運動に対してより高い
感度を持つことが示された.ヒト乳児においては,刺激
速度の増減によって拡大/縮小運動感度が大きく変化す
ることが報告されている (Shiraiら,2008).同様の傾向
がニホンザル乳児においても観察されるか否かを検討
するため,今年度はより速い速度条件下 (およそ
20deg/S)での実験を行った.実験手続きは前年度と同様
に,ドットパタンによる放射運動 (拡大または縮小運動
のどちらか一方)と並進運動 (一方向の運動:上下左右
のいずれか)を対提示し,乳児の放射運動に対する視覚
選好を強制選択選好注視 (FPL:ForcedchoicePreferential
LookingMe山od)によって測定するものであった.実験
の結果,刺激速度の上昇に伴い,拡大/縮小運動に対す
る有意な選好が消失することが明らかになった.ヒト
では刺激速度の増加に伴い,各運動に対する選好値が
上昇することが報告されている.これらの結果は,ヒト
とニホンザルでは放射運動感度の初期発達過程が異な
る可能性を示唆するものである.
29チンパンジーのポジショナル行動の非侵襲的3次元
計測
平崎鋭矢 (大阪大･院 ･人間科学)
本研究の全体構想は,チンパンジーの野外での身体
運動を非侵襲的に定量化すること,および,それによっ
て,身体一運動一環境の関係を探ることである.今年度
は,18年度の施設利用で開発した計測手法の改良と,そ
れを用いた計測を行った.具体的には,屋外遊動場で自
由に行動するチンパンジーを2-4台のビデオカメラで
撮影し,動画像分析装置を用いて身体運動の3次元再構
成を行った.3次元再構成には,運動場内の構造物を校
正枠として利用した.即ち,その構造物が画面内に入る
ようカメラを設置し,カメラ視野内を通過したチンパ
ンジーの動きを運動学的に分析した.投影時間は,約30
時間であったが,チンパンジーが設定した計測空間 (描
約4m)で身体運動を行った回数は約30回であった.今
回の分析から,チンパンジーの二足歩行は,安定した支
持体上よりも,むしろロープ上において挙上した手で
別のロー プを掴みながら行われることが判明した.ま
た,その際,テナガザルの同様の歩行とは異なり,上肢
帯と下肢帯の回旋が逆相になることも明らかとなった.
ヒトの直立二足歩行の進化を探る上で興味深いロコモ
ーション様式である.今回得たデータ数は,ポジショナ
ル行動をカテゴライズし,それぞれを運動学的に分析
するにはまだ十分ではない.2008年度の共同利用研究と
して継続し,より詳細な分析を行う予定である.
31霊長類の各種の組織の加齢変化
東野義之,束野勢津子 (奈良県立医科大･医･解剖)
霊長頬の冠状動脈の加齢変化を明らかにするために,
アカゲザルとニホンザルの冠状動脈の加齢変化を元素
含量の観点から研究した.本研究には,40頭のアカゲザ
ルと21頭のニホンザルを用い,性別は雄25頭,雌31頭,
不明5頭で,年齢は新生児から33歳で,平均年齢が
9.8土10.0歳であった.固定された心臓より左右の冠状勤
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